
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中、４月２０日（水）の授業参観、修学旅

行・進路説明会（３年生対象）へのご参加ありがと

うございました。授業参観では、保護者の方々が近

くにいたせいか、生徒はいつも以上に緊張していた

ようです。３年生については、短い時間でしたが、資

料を中心に修学旅行と進路の概要をお伝えしまし

た。３年生は修学旅行の取組が始まります。その中

で、ご質問等があれば、担任までお知らせくださ

い。お子様の安全第一に考えていく修学旅行です

ので、アレルギーや疾病等については確実にお知らせください。２泊３日の旅

行が有意義に、そして楽しいものになるように職員一同気を付けていきたいと

考えています。 

そもそも、修学旅行の目的は何でしょうか？先生も教員生活で３年生を担

当することが多く、これまで１９回京都、奈良、大阪、神戸に行ってきました。先

生なりの意義を考えてみますと次のことが目的と考えます。 

① 歴史や自然を学ぶ（歴史的建造物や北九州市にはない自然に触れる・見る） 

この経験はとても大切な経験だと考えます。みなさんは旅行に行くことはあっても、歴史的な建

造物の価値を学ぶ機会は少ないかもしれません。それらの建造物や雄大な自然を見たり、触れた

りすることで、その素晴らしさや時代背景を体感することができるのではないかと思います。すべて

の人が、修学旅行先の訪問地に興味をもつわけではありません（中学校はお寺ばかりで嫌だとい

う人は多くいます）。どこに興味をもつかは、個人の自由ですが、大切なことは、自分自身の経験を

増やすことではないでしょうか。  

② 社会を知り、人との「関わり」を学ぶ（多くの人々との出会いを大切にする） 

学校の外の社会のシステムや人々との関わりを修学旅行では学ぶことになります。修学旅行に

は多くの人が関わっているということを担任の先生は話すと思います。では、修学旅行を成功させ

るために、どのような人々が関わっているのでしょうか。 

＜送り出してくれる、心配してくれるお家の人＞＜学校の先生＞＜旅行会社の

人＞＜添乗員さん＞＜バスガイドさん、運転手さん＞＜観光地の人＞＜昼食場

所のレストランの人＞＜宿舎の人＞＜お土産物屋さんの人＞などが挙げられ

ますが、他にもたくさんの人が修学旅行に関わっていると思います。修学旅行

というものは、自分たちの周りに多くの人がいて、その人たちと関わりながら

進めていけること、その人たちの社会の中で自分たちも過ごしていること、だから、自分に何ができ

るかを考えなければいけないことなどを学ぶことができます。 

これを意識しながら修学旅行に参加することは難しいでしょうが、家に帰った後、保護者の方に

お寺や訪問地だけでなく、出会った人について話してみてください。  

③ 社会のルールやマナーを学ぶ（交通ルール、集団生活、訪問先での過ごし方） 

マナーとは、一般的には、その場その場においての作法やその文化や社会で生きる

ときの行儀のことです。例えば、誰かと会話をするとき、誰か人と会うとき、誰かと

ものを食べるとき、自分がやりやすいように、そしてほかの人が不快にならないよ

うに気を付けることです。つまり、社会の一員としてどうかかわるかを知った上で

考えるのが、マナーだと思います。修学旅行で、自分と関わる人たちに対して、どのように接するべ

きかを考える際にマナーが大切になるからです。グループ活動や宿舎内、見学地のマナーはもちろ

んですが、修学旅行ではこれ以外の様々な場面でのマナーも学んでほしいと考えています。 

例えば、バスの運転手さんや宿舎の人に会ったときのあいさつの仕方、お風呂や部屋の使い方、

スリッパの並べ方などです。これ以外でも、見学の仕方、道路の歩き方、バスの中での過ごし方も

大切でしょう。数年前の修学旅行で、京都のある旅館の方がこうおっしゃっていました。「靴やスリッ

パの並べ方でその学校がどういう学校か分かります」と。 

以上書いたことは、先生の経験からですが、これらはすべて、出会った人たちへのみなさんの気

持ちを表すものです。挨拶やマナーは「心（こころ）のキャッチボール」であり、「心（こころ）」でつ

ながる修学旅行はきっと素晴らしい修学旅行になることでしょう。尾倉中学校の３年生ならやれる

はずです！ 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

授業参観、修学旅行・進路説明会が行われました！ 

休日中に生徒の陽性が確認された場合の連絡について（メール配信内容） 

保護者の皆様におかれましては、日頃より、お子様のマスクの着用、手洗い、手指の消毒、換気、

三密の回避などの感染症対策をはじめ、登校前の健康チェック等にもご協力いただき、ありがとうご

ざいます。引き続き、感染症対策へのご協力をよろしくお願いします。 

〇平日にお子様の「陽性が判明した場合」には、これまでと同様に、学校にご連絡をお願いします。 

〇土・日・祝日（ゴールデンウイーク期間含む）に判明した場合には、休日明けの混乱を避けるた

め、下記の「教育委員会新型コロナウイルス感染症対策本部」にご連絡ください。 

⇒ ５８２－３０８５（１０時～１７時）（教育委員会新型コロナウイルス感染症対策本部） 

学校での感染拡大防止を図り、お子様が安全に学校に通うためには、皆様のご協力が必要です

ので、ご理解とご協力をお願いします。 


